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訳
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。
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焚
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多
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発
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．
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。
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双
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．
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猟
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翌
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狩
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催
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．
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来
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翌
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て
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が
行
う
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る
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＝
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＊
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．
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叫
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磁
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人
△
一
等
丸
棗
腐
腐
堀
川
町
裔
茄
次
郎
味
の
一
覇
翠
北
曲
緬
町
山
醤
醤

工
藝
物
産
と
名
産
菓
子
ー
ー

一
両
展
示
会
の
入
賞
者

．

—
ぃ
り
鱈
五
炉
”
汀
＞
下
[
“

町
汀闘
広
由
戸
心
に
匹

△
＂
尋fJ

J

蓮

市
で
は
脊
士
昔
咎
五
日
間
、
恒
曲
mbf牧
山

匹

具

恥

作

所

因

闘

苔

箆

△―
――
埒
丸
正
町
醤
器
店

△
二
埒
女
栢
下
芳
町
五
器
二
み
ぞ
れ
闊

唇

翌

誓

厄

、

こ

の

闘

中

＿

呂
鵞

一

塁

璧

ン
ス

浙

木

紅

筍

屑

＝

＝

一

郎

菟

れ

黙

曲

爵

努

忽

晋

ま

つ

両

月

蜀

裔

藍

H
品

翡

翠

と

、

腐

名

前

序

町
器
ク
ン
ス
企
爵
＾
°

△
―
―
吟
細
裟
叩

OO
ロ
喜

◇

名

産

菓

子

郎

閲
示
会
翡
、
姦
秤
裟
し
ま
し
•
E
ク
ン
ス
天
川
町
共
栄
ぷ

H
企
菜
組
▽
玩
具
の
郎
竪
等
人
形
ス
ク
ンド▽
屯
誌
1
金
四
蹄
巧
ナ
松
竹
珈
▽
干
斑
ナ
の
邸
金
H

濶
物
一
毛

た
が
、
口
漿
会
の
出
陳
E
ば
寄
立
の

合
咀
用
ク
ン
ス
爵

――
―
和
木
工
爾
裔
提
角
太

郎

△

一

等

由

中

町

石

喜

盗

町

誼

沢

召

一
郎
あ
ん
松
茸
紅
t
-

結
染
次
の
遥
り
込
も
、
H
芸
物

毘

▽
匹
具
窟
一
等
召
一
祖
南
こ
け
し
命
翌
平
町
爾
磨

▽
会
翌

農

吹

き

ょ

せ

一

罰

町

壼
木
要

△
5
四
も
な
か
種

忌

、

名

奔
窮
子
は
二
十
一
日
、
向
曲
爵
牧
山
菩
辿
柑
所
△
―
―
―
}

△
二

野

笠

こ

け

し

一

本

立

田

習

盆

匹

巌

芳

町

村

上

幸

和

深

山

右

諏

罰

れ
も
吃
品
で

戻

醤

式

函

ゼ

溢

閃

ロ

ド

ァ

器

田

届

不

ひ

喜

杢

鉗

望

一
言

晒

▽

技

醤

盆

型

蓬

老

田

中

町

高

二

望

蓋

を
芍
（
匹
工
g

)

H

所

戸

利
夫

△
忌

シ

多

ダ

ー

岩

喜

裔

▽

凹

翠

怠

恩

ぁ

め

四

忠

◇

H
藝

物

産

▽

臼

g
-8
片
袖
享

由

爵

河

内
栄
古

▽
技
尺

み

か

ん

田

忠

山
由

造

竪

町

小

岱

ま
g

翌
訪
印
小

▽
知
m紐
競
吏
切
六
『
冬
ン
ス
中
町
閲
東
杢
踪
式
会
社
△
二
e

>
g
物
の
郡
翠
●
味
琳
奈
良
匹

▽
生
菜
チ
の
郎
銀
芦
栗
羊
惑
四
四
習
△
釦
H

辺
り
キ
ャ
ン
デ
ー

爵
歴
恩
株
式
会
社

咀

爵

川

山

歪

所

醤

ク

小

爵

下

山

霞

△

一

芍

鉄

火

欝

窟

器

磨

党

ん

こ

由

中

町
森
元
頂
梅
千
花
四
甜

▽
謀
｛
凶
怒
洋
康
ク
ン
ス
百
ン
ス
裔
狩
野
七
五
最

△―
―
―
醤

天
川
爵
長
岡
寄
太
郎
△

mPIJ
綱
川
文
太
△
銅
四

ロ
ー
ル
町
五
十
虞
初
雄

閤

株

式

合

恩

製

作

所

等

引

符

璽

久

ン

ス

欝

成

二

匂

山

g
毘

布

桑

PIJoo根
ト
リ
カ
ス
テ
ラ
琴
平
町
砂
四
庄
―
―
-g

▽
甘
郎
餅
の
追
企
立

▽

会

器

緑

九

R
ネ
コ
マ
南
光
否
H
芸

株

式

会

社

ラ

ッ

キ

ョ

ー

漬

岩

控
a
磨
音
ぬ
利
久
虹
中
本
町
長
谷
川
盆
雄
力
曰
g
町
・
中
野
永
池

十
字
路
は
止
つ
て

譴
郎
E
匹
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醗 (4) 

。

市
顧
合
の
建
設
位
磁
決
定

そ
の
他
十
月
九
日
市
議
會
て
議
決

講
演
や
子
供
の
つ
ど
い
計
画

a
よ
内
し
む
べf
A硲
~
の
シ
ー

ズ
ン。

市
寸
図
¢
印
で
は
、
全
国
的
に
煕
開
さ

れ
る
駒
杏
沼
閻
に
因
ん
で、

次
の
通
D

文

版
岱

を
予
足
し
、
市
民
の
四
U

の

御
来
均
を
加
待
ち
致
し
ま
す
。

全
鄭
＾
湯
唇
で
す
。

Q
凶
“
巳
g
)

雷
簗
講
漬
と
レ
コ
ー
ド

鑑
賞
の
霞

日
時
十
一
月
十
六
日

（日
）

午
前
士
向
か
ら
約
二
闘
年

会
埠
教
会
郎

•
師
（
虞
演
よ
殷

璽
墨
益
塚
有
坂
墨
葦
氏

配
念
講
漬
•

。

n
 
四
、
曲
円
ー

ド

究
、
技
如

用
鑑

賞

會

◇
交
竪
り
「
前
曲
」

（
リ
ス
ト
曲
ぺ
◇
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
・
ソ
ナ
ク
（
モ

ー
ソ
ア
ル
ト
芭

◇
未

完
成
交
珀
曲
（
シ
ュ
ー

ベ
ル
ト
曲
）

◇
獄
屯
相
瑯
（
一
）
ス

ワ
ニ
ー
河
（
ホ
ス
タ
ー

曲）三
セ
レ
ナ
ー
デ
（
ト

ス
テ
イ
ー
曲）

元
ピ
ク
タ
ー
技
師
井
上

了
氏
（
救
学
g
、
図
富

m) 

伝

醤

は

さ
ん
の
声

を
黙
姻
し
ま
す
。

埜
意
見

廣
霙
に
ヽ
っ
し
て

念

希
直
を
お
寄
せ
下
さ

ぃ
．
（
秘
奮
謀
廣
蠍
係）

出

）

租

深

相

談

所
を

笛

翌

、

大

員

星

醤

の

御
利

用
下
さ
い

證
私
道
の
生
詰
に
お
い
て
、
咤
傘
の

爵
ぢ
つ
て
展
翌
塁
、
午
扱

豆

息

、

二
墨

喜

息

、

茫

て

m
い^
も
の
で
い
合

▽
諏
尽
よ
羞
出
の
市
啓
．
直
の
追
ま
芯

が

、

醤

隠

、

悶

憶

希
で
は
十
月
在
、
芯
一
時t
-＋
一
新1月
J
の
器
且
應
怠
鳥
~
息
青
墨
は
岱
挙
に
つ
い
て
の
、
国
苔
悶
員
忍
闘

分
弯

的
知
luJ
の
製
誓
窯
黎
浴
農
、
竺
千
六
目
に
径
、
太
閑
に
つ
嚢
品
塁
岱
を
蘭
も
、
塁
か
ら
指
名
悶
に
で
ぎ
、
訊
沿
油
で
す
か
ら
、
琉
金
は

息
臨
時
市
房
屠
も
＿
現
在
の
分
忠
苔
一
鸞
應
應
）
に
つ
き
固
江
を
求
め
る
す
る
か
、
投
某
に
す
る
か
な
諮
リ
、
山
正
し
い
閤
に
よ
っ
て
、
喜
正
翁
な

羹
屈
只
塁
一
十
四
名
（
欠
密
一
包
喜
セ
蘭
、
酋
熙
わ
謀
▽
愁
醤
号
、
石
決
処
分
の
甜
出
＿
本
直
以
の
動
世
よ
り
休
想
し
て
協

m
翡

．か
行
わ
れ
る
よ
う
に
い
督
と

m

名）

、
市
か

soo口
市
虻
、
'
-
今
3
槻

一良
か
ら
孟
及
ひ

ildg盤
に
つ
い
て
（
昭
和
二
十
七
年
g
入
3
出
辿
加
予
す
る
こ
と
A
し
て
町
ひ
休
滋
し
二
匠
＝
―
税
滋
の
双
万
の
列
船
と
出
力
が
大
切
で

漿
収
袋
以
下
各
祠
宕
醤
し
て
醤
あ
っ
函
岨
に
入
り
、
林
謡
以
か

a
1
1県
祝
唸
袈
ぉ
翠
改
七
十
万
ナ
ハ
分
、
三
庄
開
会
、
山
含
ぬ
か
S

あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
登
含
ま
せ
ん

爵

屠

意

、

塁

屡

；

慮

喜

一

暑

地

に

充

て

二

千

四

抄

＿毘
の
祖
名
に
一
芍
る
こ
と
に
決
定
そ
こ
幕
で
は
、
税
金
に
つ
い
て
の
い

に
よ
っ
て
必
応
し
て
袋
副

tか
陀
立
る
と
い
点
”
何
粒
か
と
問
い
、
姦
3

を
一話
し
て
慰
峨
し
、
罹
咤
認
茎
し
た
円
品
笞
塁

m名
に
よ
p

る
く
の
不
平
や
不
切
VJ
点
等
に
つ
い

町
包
、
合
を
一
日
と
法
底
し
て
助
役
か
坦
器
の
予
知
で
は
二
岸
紺
の
醤
、
図
旧
議
炊
の
班
問
、
遠
控
閑
以
よ
晶
出
す
る
宙
啓
酋
に
て
の
御
凶
勝
し
お
笞
‘
で
し
て
、
市
民
の

讃
社
に
合
、
怨
二
件
、
計
四
昴
芭
地
し
た
い
と
答
ス
丘
の
笞
弁
が
あ
っ
て
、
仁
を
回
れ
桑

oo悶
一
氏
を
描
を
と
に
酌
湯
異
方
々
に
開
の
ゆ

5塁
を
し
て
頭
＜

▽
111

蓋
贋
8
儡

喜

喜

爵

に

つ

い

て

杯

、

盗

塁

認

、

衷

ー

C

―

閉

＜

塁

店

に

、

曲

輪

迅

IlJ
器

募

員

に

悩
に
つ
い
て
（
番

m臼
な
閾
鳳
盆
問
あ
っ
て
閲
口
印
品
、平
井
土

▽
磁
紐
芝
．
泊
男
巌
会
公
以
食
小
口
既
は
、
窟
聘
は
庖
翫
砕
、
激
控
稔
相
版
所
を
改
け
、
磁
さ
ん
の
お
出

市
曲
珀
里
＿
十
充
西
地
に
襲
苓
ん
木
毘
ら
が
原
し
、
討
咲
の
後
貫
例
中
一
郎
改
正
に
つ
い
て
（
従
来
の
一
励
が
あ
9
、
い
泣
隅
は
疾
拶
を
這
べ
て
で
を
お
袴
ち
し
て
忠
リ
ま
す
か
ら
、
国

と

忍

）

会

柔

品

し

て

製

咽

可

法

次

い

で

常

任

台

答

中

妥

は

以

会

を

爵

＿

二

唇

士

券

閉

会

し

ま

し

た
．
醤
な
し
に
弧
利
用
屈
い
ま
す
。
相
訣

▽
詞
辺
八

一
g
屯
＂
土
地
な

H
地
区
両

＞
市
咽
毎
翌
四
ハ
写
芸
市
世
役
秀
は
会
に
改
め
る
11大
蛉
紐
只
拠

、

は
一
切
無
料
、
脱
向
ほ
氾
器
も
抱
8

盛
烈
の
L
地

に

允

出

す

る

こ

と

に

つ

膀

岡

年

前

八

勺

牛

ー

午

後

五

閥

J

と

同
じ
で
す。

G

税
移
諜
)

ー
ト
ル
、
ニ
サ
イ
ク
ル

-8立万

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
内
充
綴
凹
以
外
．

の
脇
澤
の
足
箔
出
刀
一

．
―-キロ

開”
□

戸
"
[

自
動
車
臨
時
運
行

ヮ
ッ
ト
以
上
は
成
醤
炭
羹
一

農

委

に

専

門

部

許
可
申
請
に
つ
い
て
御
注
意

開
咄
芯
す
る
に
つ
哀
型
の
説
以

屎

醤

地

の

一

郎

を

右

悼

土

地

件

に

つ

き

I

士
肖
（
上
北
以
卜
は
市
四
楽
奔
会
で
は
十
月
七
日
苔
答

醤
節
廷
の
換
地
に
充
当
せ
ん
と
す
自
動
・
hlの
臨
時
渾
行
を
図
醤
に
は
臨
塁
註
、
自
邸
山
の
懇
品
を
群
馬
怠
内
闘
器
所
奴
）
を
加
さ
、
次
の
将
五
云
の
問
翌

る

）

許

可

m
mを
し
て
、
臨
時
運
行
濫
サ
環
行
ぇ
答
、
召
”
メ
は
絞
社
芯
た

0
脊
ヵ
日
心
の
辿

J
m
E
-9れば
g
i心
け
ま
レ
た
。
（
氏
名
は
曲
さ

芯
か
八
ニ
サ
昭
和
二
十
七
年
度
ltJg

め
圃
発
行
う
埠

g^

、
そ
の
他
特
に
匝
逍
行
の
溢
＂
品
笞
臼
出
し
ま
す
。
企
皿
邸
杯
信
、
生
庄
指
導
述
内

山

込

出

込

加

扇

．t
（

土

木

翌

裔

あ

る

や

合

に

限

わ

れ

ま

忍

有

効

箭

堡

日

囮

以

内

で

す

。

巖

、

江

醤

喜

杯

利

忠

、
枚

菱

市
慧
啓
沼
告
七
曰
二
十
九
Jj

暦

醤
裟
浜
祗
次
の
池
り
で
す
恋

(
I
nふ

案

も

化

醤

閉

乱

、

土

地

器

緊

息

下

さ

い

。

ー

凸

晨

闘

む

奇

ロ

ー

匝

1
翁

所

0
甲

雇

醤

質

塁

態

闊

‘

泣

gnJ翌
翡
委

g
o

紐
人
金
、

ih沢
兵
吃
凸
加
と
廷

長
時
間

＞巨ド
使

品

．．
 
i

に
年
人
捺
印
の
上
次
の
問

一

図
嬰
委
て
靡
庖
て
下
さ
い

屡
―
-
＿
竺
起
位
の
件

crll,

舟
信
杵
罰
、
匹
迪

9苔
る
た
め
、
二
店
蓄

L
O

市

民
レ

信

―

―一
千
万
円
醤
）

．

晶

llL
、
小
醤
霊
、

一件
に
つ

o
 • 

I

登

應

直

督

一

臼

の

市

民

レ

コ

ー

ド

鉛

裟

は

、

墓

蕊

一
▽
批
八
磨
氾
習
邪
翌
金
紐
＾

至
＇

小

屑

烹

の
周

巴

―

g
lli
、ヽ
す
る
嵐
の
変
し
い
点
と
し
て
麿

に

つ

い

て

命

慧

懇

醤

費

-g
-
一?

‘
側
閑
自
動
二

g"
裡
に
回
を
江
、
今
月
は
文
化
の
日
を

屑

函

費

に

費

怠

＝

＿

屯

ョ

0

年
鞄
は
苫
麿
迂
翌
金
よ
り

苔
腔
一
盟
、
ス
ク
ー
タ
ー
）
但
峠
℃
て
、
告
さ
ん
磁

羞

閉

一
し
、
晶

息

蘭

芦

誓

八

活

祉

翌

醤

ク

他

を

、

符

に

一
千
七
口
二
十
九
四
日
を
一
絞
余
出
。

の

貸

出
こ
愕
、
そ
の
そ
砂
円
を
つ
け

四
サ
イ
ク
ル
一
究
0
5
リ
ヒ
ン
チ
x
如
眈
旧
レ
コ
ー
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